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公益社団法人日本心理学会研究集会等助成金 成果報告書 

 

代 表 者 氏 名 髙橋一公 所 属 東京未来大学 

研究会等名称 生活行動心理学研究会 

 
成 果 概 要 

１）参加人数 
開催 3 回の平均（のべ参加者 43 名） 
会員    9 名（うち認定心理士  1 名） 
非会員   5 名（うち認定心理士  0 名） 

２）集会等の目的・成果等 
2012 年度に発足した「生活行動心理学研究会」は 11 年が経過し，本研究会

では，様々な心理学分野の研究知見が生活領域の中でどのように生かされ，ま

た今後どのような貢献が生活領域の中で臨まれているかについて具体的な研

究を基に議論を重ねてきた。今年度はコロナからの回復もあり対面での研究会

開催となった。行動心理・認知心理等の分野で活躍が期待される方々の研究成

果の発表を通して参加者を交えた活発な討議が行われた。さらに講演会では，

社会心理学の研究者を招き，心理学にける「精神的自由」について講演がなさ

れ，かつ建設的な意見交換が行われた。 
また今年度も，研究会の開催予定および概要などに関して，会員向けのメー

リングリスト以外にも一時休止状態であった Face book を用いて広く情報提

供を行った。2023 年度は，下記の通り 2 回の研究発表会と 1 回の招待講演会

を開催した。 
 
2023 年度第 1 回生活行動心理学研究会研究発表会 
開催日時：７月１日（土）15：00～16:30 
開催場所：立正大学品川キャンパス 52A 教室 
発表者：中山隼登（私立大学協会 帝京大学教育学部助手） 
発表テーマ：レジリエンスとその周辺 
 
2023 年度第 2 回生活行動心理学研究会研究発表会 
開催日時：12 月 2 日（土）15：00～16:30 
開催場所：立正大学品川キャンパス 52A 教室 
発表者：金澤 僚哉（立正大学大学院心理学研究科応 修士課程 2 年） 
発表テーマ：香りの 3 次元評価と心理的効果に関する実験的研究 
 
2023 年度第 3 回生活行動心理学研究会講演会（外部講師招待講演 諸般の事

情で 2 月から 3 月へ開催変更） 
日時：2024 年 3 月 9 日（土）15：00～17：00 
場所：立正大学品川（大崎）キャンパス 117A 教室 
講演者：井上隆二 
発表テーマ：精神的自由を考える（続） 
 

2024 年度は，研究発表を初めとし，引き続き，講演会・シンポジウム等を開

催し若手の育成を含めて積極的な活動を行いたいと考えている。2024 年度第

1 回研究発表会は 6 月中旬頃の開催を予定している。 
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年  月  日

研究会名称 生活行動心理学研究会

研究会番号 研23005

助成金額 ¥30,000

年 月 日 項 目 金 額

2023年7月1日 印刷費（研究発表配布資料） ¥1,600

2024年1月22日 郵送料（資料送付　簡易書留） ¥434

2024年2月8日 講師用お茶代 ¥1,078

2024年3月9日 講演会講師料(1名） ¥15,000

2024年3月9日 講師交通費(1名） ¥5,000

2024年3月31日 返金（日本心理学会） ¥6,888

支出合計 ¥30,000

日本心理学会研究会   2023   年度会計報告書
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